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くあらまし＞近年，ライティング学習における形成的フィードバックが強調されている．フィー
ドバックを時系列に学習者に提供し，学習効果の向上が期待されている形成的フィードバック
を提供するシステムも提案されているが，具体的な学習内容を取り込まず，枠組みについて提案

しているシステムがほとんどである．本研究では具体的な学習内容を踏まえて，日本人学習者向
けの和文中訳について課題分析を行い，特定の文法項目に注目して，検出と追跡フィードバック
を提示できるアルゴリズムを提案し，形成的フィードバックを行うシステムの構築について検討

を行った．

くキーワード＞ 外国語学習支援誤用分析形成的フィードバック 依存構造

1. はじめに

フィードバックは外国語学習のプロセスに重
要な役割を果たしている（木村ほか 2010).近
年，ライティング指導におけるフィードバックの

有効性が数多くの研究に検証され
(Duppenthaler 2004, Oi et al. 2000, Yousef 

2016), 教育現場でも教師が学習者にフィードバ

ックを提供しつつあるフィードバックの種類や

タイミングなどの要素が有効性に大きな影響を
与えている (Attaliand van der Klei 2017, van 
der Kleij et al 2012) . 最近では，形成的フィー

ドバックが学習に不可欠であると重要視されて
いる (Shute2008, Goldin et al. 2017). Shute 
(2008)により，形成的フィードバックは学習

プロセスを支援し，学習効果を向上させるために

学習者に与える情報として定義されている数多
くの種類が存在し，学習プロセスの異なるタイミ
ングで学習者に提供している．学習者のライティ
ングヘのフィードバックは不可欠だが，教育現場

では主に教師によるフ ィードバックに頼る．大人
数の授業で，教師が学習者の文章を一つずつチェ

ックし，修正やコメ ントなどを提供することが大

きな負担となり，即時にフィードバックを与える
ことも困難であるそのため，自動フィードバッ

クシステムが注目を浴びつつある．
近年， AI技術を知的学習支援システムに導入

し，形成的フィードバックを提供するためのシス

テム開発に関する研究は盛んであるが，多くの研
究は汎用的な知的システムの枠組みの提案に焦
点を合わせている (Goldinet al. 201 7 , 

Easterday et a.I. 2017). McNamaraら (2013)
は，英語を母語とする大学一年生の英語ライティ
ングを支援するために，自然言諾処理に基づく知

的学習支援システムである WritingPalを提案し

た．しかし，外国語ライティ ングを支援する形成
的フィードバックシステムに関する研究まだま
れである (Golonkaet al 2014). 

本研究では，中国語学習者を対象とした授業に
おいて，具体的な学習内容を取り込んだ形成的フ
ィードバックシステムの構築を目指している．日

本人学習者向けの和文中訳について課題分析を
行い，特定の文法項目に注目して，検出と追跡フ

ィードバックを提示できるアルゴリズムを提案
し， システムの構築について検討を行った．

2. システムの枠組み
具体的な外国語学習内容に合わせた形成的フ

ィードバックシステムを構築するには，初級レベ
ルにおいて，学習する文法，学習者の課題への解

答を分析して得る文法への理解状況を常に学習
するプロセス（順番）に従って処理することが重
要なポイントとなる．授業では，カリキュラム上
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新しい内容を次々学習していくため，これまでに

学習したものをその後の学習を経て忘れがちに

なる．ある文法項目を学習し，課題をこなして，

指摘や正答などのフィードバックも受けたにも

関わらず，その後の課題では，以前と同じ間違い

をしてしまうことは教育現場でしばしば遭遇す
ることであるこのような状況を改善するために

は，形成的フィードバックを行うことが有効と考

えられる． ． 

図1はシステムの枠組みを示すものである．形

成的フィードバック を提供できるために，各文法

項目を学習する順番でシステムに取り込み，学習

者の解答を分析した上，フィードバックは， 1回
の課題だけでなく，以前の同じ文法項目について

の解答と照合し，提示する必要がある．すなわち，

すべての課題への解答に対して，具体的な文法項

目を追跡する必要がある．

図1 システムの枠組み

システムによって，具体的な文法項目について

追跡を行うために，本研究では，実際の授業で収

集した課題を分析することにより ，具体的な文法

項目を選出している．

3. ライティング過程に着目した課題分析

具体的な文法項目を定めるに当たって，本学で

学部 1,2年生向けの初級中国語と中級中国話の

授業を対象とした．中級中国語はsvo型の単文

による和文中訳など基本的な文法学習がすでに

終わっており，接続詞を使用した複文による作文

が目標とした授業である．ここでの複文は日本語

の複文と異なる意味を持つ．日本語のセンテンス

は単文，重文，複文のように分けられるが，中国

語では単文と複文の分類しかない（李 1998).

広辞苑（第六版）により，日本梧では，単文は「主

語と述語の関係を一組だけ含む文'JI重文は 「主
語・述語の関係が成り立つ部分が，対等の資格で

結ばれている文．」，複文は「主節と従属節から成
る文．主節の一部に従属節が含まれている文.j 

のように分類され，中国語では後方の重文と複

文を合わせて複文と呼ぶ．

3. 1. VO型フレーズについて

本研究はまず「動詞＋目的語」のVO型フレー

ズに主眼をおき分析を行った．多くの言語で，動

詞が全語彙において大きな比率をしめている，中

国語も例外ではなく，動詞句が基本的な文型の 1

っとされている．さらに，「動詞＋目的話」のVO

型フレーズは動詞句における比率が面＜，多くの

中国語文法害に単独の文法ポイントとして扱わ

れて，中国語学習者にとってライティングする際

に避けられない基本的な文法項目である．

VO型フレーズを含む課題への解答は2年生34

名と 34名，計2つのクラスからのものであった．

それらの学習者に対して， 8週間に渡り， 1回の

授業で 1個のセンテンスに対する和文中訳課題

を計 3回 (Sl・S3)課した.S1とS2の間隔は 1

週間であり， S2とS3の間隔は6週間である.3 

個のセンテンスいずれの内，「花見」という特定

の単語が含まれる．なお，第 1週目の時， Class1 

の学習者に「花見に行く」というフレーズの中国

語訳「看櫻花」をフィードバック（ヒント）とし

て提示したが,Class 2の学習者はヒントなしの

状況で課題を完成させた.2週目に，「花見Jに

ついて説明せず， 2つのクラスともヒントなしで

再び「花見」を含む課題を完成させた.3週目に，

教師側が「花見」の異なる回答について解説し，

最初にClass1に提示したヒントが最も適切な表

現であることを 2つのクラスに口頭で説明した．

そして， 5週間後，「花見」が含まれる課題を再

度学習者に課した．以下は Sl・S3の日本語原文

と中国語の参考訳である．

● 日本語原文：

SL「もし明日雨が降らなければ，私たちは

花見に行くつもりです．」

S2. 「もし花見に行くなら，京都が一番いい．」

S3. 「来年 8月末に私は神戸に来る予定だが，

花見に来るのではなく，出張に来るのだ.J 

● 中国語参考訳：

SI. 「如果明天不下雨，我1f]就去看櫻花．」

S2. 「如果去看櫻花，京都是最好的．」

S3. 「明年 3月底我打算来神戸，但不是方了

来看櫻花．而是来出差．」
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これらの課題の目的は 「もし．．．ならば，．．．」と

「．．．ではなく，．．．だ」に相当する複文のライティ

ング学習であった．

分析は「花見」の訳を対象にして， 2つのクラ

スにおける訳の変化を調べることによって行っ

た．「花見」の中国語訳は「看櫻花」（「桜の花を

見る」）という「動詞＋目的語」のVO型フレーズ

になる学習者の翻訳文において，「花見」の正

しい中国語訳は「看櫻花」，「看花」，「裳花」と「況

裳櫻花」があり，いずれも「動詞＋名詞」の VO

型フレーズであるが，「看櫻花」が最も適切であ

る．

表 1 学習者の「花見」の正解率

1週目

戸Class 2 73.5% 

2週目

94.1% • 一
88.2% 

8週目＿＿  

94.1% 
ー一・
100% 

学習者の 3つの課題における「花見」の正解率

の値は表 1に示す．表からは以下のことが読み取

れるまず， 1週目に， Class1と2はそれぞれ

ヒントありとヒントなしの状況で課題を完成し

たので， Class1の学習者は 100%の正解率に達

し， Class2より上回ることになっている.Class 

1の学習者全員最も適切な訳 「看櫻花」を使用し

たことに対して， Class2の学習者の内「花見J

を「看櫻花jに翻訳した人が 2人だけであり，日

本語の「花見」そのまま使いあるいは欠落のよう

な誤りを犯した人が 26.5%を占めした．しかし，

2週目に， Class1の正解率が落ちたことに対し

て， Class2の正解率が向上した. 3週目の時，

教師側が「花見」について，異なる翻訳の差異を

説明し，ヒントであった「看櫻花」＇の適切さを強

調した．さらに， 8週目の第 3回の課題における

正解率により ，最初にヒントなしの Class2が

Class 1より上回ることが明らかになった．以上

の結果から，それぞれの課題に関して正答やヒン

トを示すだけのフィードバックは効果的と首え

なVヽ．

8週間における「花見」についての変更率

1-2週 2・8週 1・8週 f看櫻花」へ

目 目 目 の変更

Class 1 J 85.3% 64.7% 73.5% 23.5% 

Class 2 I 52.9% 64.7% 73.5% 23.5% 

8週間における「花見」についての訳の変更率

は表2に示す．ここの変更率は「花見」について

前回と異なる表現を変えた割合を指す．上で述べ

たように， Class1の学習者は 1週目に全員最も

適切な訳文を産出したが， 85.3%の人は次の週に

異なった表現に変更した．これに対して， Class2 

の2週目の翻訳文と 1週目を比較し得た変更率は

52.9%であったそして， 8週目の第 3回の課題

の回答における変更率は 2クラスとも同様であ

り，第 3回で 「看櫻花」の訳に変更した学習者の

数は 2クラスとも 7人であった．教師側の説明が

ない状況で行った 2週目の練習の翻訳文におい

て， Class1の 34名の内 2名だけが「看櫻花」

を使い続け，Class2の34名の内 1人だけが「看

櫻花」に変更した. 8週目に 2つのクラスとも 7

人が最も適切な翻訳文を産出したのは 3週目に

教師側の説明の効果だと考えられる．このような

分析結果により，具体的な文法項目を追跡して学

習者の習得状況に合わせて説明や指摘などのフ

ィードバックは有効と考えられる．

3. 2. 特定の文法項目について

表3 課題における高頻度の誤り

誤り
S01 動詞フレーズが連体修飾話になる語l順
S02 誤字
S03 「やはり」；「けれど」

S04 過去形；「多くの」の訳し方
S05 「授業」の訳し方；「試験」の訳し方
S06 誤字 ；「多くの」の訳し方
S07 辿用修飾語；迅詞

S08 「ならば」後半の省略

S09 場所の位置；「どちらも」省略
S10 「より」前後の語順
S11 「始めた」の省略

S12 「ばかり」の位置：「花見」の訳し方
S13 目的を表す「ためJ; 「できる」の省略
S14 「の」の訳し方；後半の「ある」の省略
S15 「是」の省略

S16 逆接の「が」の省略；「感じた」の訳し方
S17 「皆」の訳し方；「のように」の訳し方
S18 
S19 「すでにJの省略
820 f喋る」の訳し方
S21 過去形；「卒業Jと「できない」のつながり
S22 場所の位置

S23 「すればするほどJの訳し方

S24 「聞くところによる」の訳し方；目的の「た
めJ
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VO型フレーズ以外に，注目したのは，使用頻

度が高く，誤用頻度も高い文法項目であった．初

級中国語受講者 1クラスの 1学期に渡る 24個の

課題を分析して，最も頻繁に (10回以上）出現

した誤用が以下の表3で示す.S18の難易度が低

いため， 10回以上出現した誤用が現れなかった．

問違いが最も出現したのは，「多くの」に関する

表現のセンテンスであった．「多くの」という特

定の文法項目が S04,S06およぴ S13,3つの課

題に 4回現れ， H常的使用頻度の涸い文法であり

ながら，学習者の間違える可能性が高いことがわ

かった．

4. システムの試作

上記の分析により，VO型フレーズと「多くの」

という文法項目に培目して，形成的フィードバッ

クを行うことができるシステムの構築を試みた．

4. l. VO型フレーズについて

VO型フレーズを追跡して学習者の習得状況を

把握するには， VO型フレーズを構築する動詞と

目的語の間の依存関係の抽出が必要である．この

抽出は dependencyparserを利用することにし

た．さらに，抽出を繰り返し，比較することで，

学習者の変更脹を記録し表示するが可能である．

以下の手法は1つのVO型構文を含む単文に対応

している. 2段階に分けられる：

l)VO型フレーズの用意と抽出：

a)教師が学習効果を確認したい VO型フレー

ズ(intendedphrase, IPと呼ぶ）を選択する．
b) IPを含むはずの翻訳文を中国語解析器にか

け，中に含むVO型フレーズ(learner'sphrase, 

LPと呼ぶ）が dependencyparserの結果に基
づき抽出する．

2)形成的フィードバックの提供：

a)抽出したLPとともにLPを含む訳文の提出

時間も抽出することにより， LPが時系列のデ

ータになり，前後の LPが比較するが可能にな

る．

b)LPの抽出と比較はVO型フレーズについて

のフィードバックだけではなく，学習者が翻訳

文を変更したか否かの情報も学習者と教師両
方に提供する．

システムは主に以下の 4つのステップに分け

て実装した．

i. 単文を抽出する前処理

ii. 抽出された単文の分かち粛きと形

態素解析

iii. 依存構造解析による VO型フレーズ

の抽出

iv. 抽出されたVO型フレーズ間の比較

このシステムでは， PythonNLTK (Natural 
Language Toolkit)インターフェイスを通して

Stanford Parser (Manning et al. 2014)を使贋

し，学習者の和文中訳データを分析した．シスプ

ムのインターフェイスは PHPにより開発された．

以下は実装したステップに沿ってシステムの説

明を行う．入カデータは学習者が練習問題で提出

した考察したい IPが含まれるはずの翻訳文中の

単文である．「看櫻花」を VO型フレーズの具体

例とした．

i)単文を描ffJする筋勉理

自然言語処理では文構造を自動的に分析でき

ることが重要である．複数の言語に対応する構文

解析器は，複文を単文に分けることがすでにでき

るようになった．しかし，誤用が含まれている文

に対して，単文でも自動解析することは困難な課

題である．現在多くのアプローチは英語のみを扱

い，中国語の構造に対応するものは少ない．さら

に，アプローチのほとんどは学習者コーパスに基

づき，中国語の学習者コーパスは極めて少ない．

したがって，教師の経験的観察を通して，学習者

のセンテンスを分割するために，句読点と特定の

文法項目，例えば，接続詞，副詞などに基づく方

法を提案する．学習者の複文センテンスに対し，

まず句読点の位置に基づく分割と抽出を行い，次

に文法項目に基づく抽出を行う．

学習者のデータにより，中級レベルの学習者は，

教室で学んだばかりの文法を非常によく把握し

ているが，数週間または数ヶ月前に学んだ文法を

間違える可能性が高い．学習者が授業で勉強した

主な文法項目は接続詞と特定の文構造であるた

め，これらに関連する誤りはほとんど現れていな

いが，以前に学んだ前置詞句やVO型フレーズな

どについての誤りが出現している．これにより，

課題における接続詞に関する文法がより上手く

把掘され，単文抽出の手懸かりになる．
2つの句を含む学習者のセンテンスには，句が

句読点で区切られた場合が一般的である．そして，

文中の句読点の位置が正しい可能性が非常に高
ぃ．この場合，句読点の位置により， IPを含む

単文を抽出するのは簡単である．これを句読点位

置ステップと呼ぶ表4は，「中級中国語」学習

者から収集した翻訳文の中における正しぃ句読

点位證を持つ訳文のパーセンテージを示してい

る．

句読点位置ステップでは，参考訳を使用して

IPを含む単文の位臨を判定する．たとえば， S1

の参考訳は「如果明夭不下雨，我伯就去看櫻花．」

であり， IPは「看櫻花」であるため，抽出した
いのはセンテンス後半の「我伯就去看櫻花」にな
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ることがわかる．したがって，学習者のセンテン
スにおけるコンマを見つけ，次に文の後半部分を

検索することにより，学習者の翻訳文から単文を

抽出できる．

表4 句読点，文法項目と主語の正答率

句読点 文法項目 主語
Class Class Class Class Class Class 
1 2 1 2 1 2 

s 100% 91.2 14.7 5.9% 88.2 76.4 
1 ％ ％ ％ ％ 

s 100% 100% 100% 100% 91.2 88.2 
2 ％ ％ 

s 82.4 70.1 85.3 79.4 100% 97.1 
3 ％ ％ ％ ％ ％ 

句読点のない，または複数の句読点を含む2つ
以上の句で構成される学習者の翻訳文に対して，

文法項目ステップを導入し，抽出を行う．このス
テップでは，参考訳における IPの位置に完全に

依頼するではなく，上述したように，学習者が学
んだばかりの特定の文章構造で使用される接続

詞，副詞などの文法項目に基づく条件を追加する．
このような授業で学んだばかりの文法項目は学
習者に正しく翻訳される可能性が高いしたがっ

て，文法項目は文を分割するときに有用な要素と
して考慮されるべきである．さらに，英語と同様
に，中国語のセンテンスには通常，主語が含まれ

ている．したがって，主語も，センテンスを分割
する際に役立つ重要な要素として考えられる表
4は，正しい文法項目を含む翻訳文の割合と，主

語が含まれている翻訳文の割合を示している．

文法項目ステップでは，教師が参考訳から文法
とIPを指定し，指定された文法と IPにより，こ

のステップで必要となる文法項目と主語が決定

される．ここでの文法は， 2つ以上の句を含むセ
ンテンスを構成するために必要な文法と指し，例
えば，接続詞または副詞である. Stanford 
Segmentorが参考訳を分かち帯き，教師は上記
の文法に関する文法要素を選択できるようにな
る．参考訳内の IPを検索することにより， IPを

含む単文とその単文の位置を取得することがで
き，含まれる文法項目とその中の主語を判別でき
る例えば， S1の参考訳「如果明天不下雨，我

釘就去看櫻花」である場合， IPが「看櫻花」で
あり，文法項目はそれぞれ 「如果」と 「就」と
なる． 「就」は IPを含む単文の中にあるべきた

め，学習者の翻訳文の中から目的となる単文を抽

出する鍵となる．さらに， StanfordDependency 
Parserも参考訳における IPを含む単文を解析す

るために使用され， 「nsubj」（名詞である主語）
が存在する場合は，対応する主語がキーワードと

して抽出され，目的の単文を抽出するためのもう

一つの手懸かりとなるこの例文の場合，主語「我
伯」も検出されている．文法項目と主匝に関する

情報そして参考訳における IPを含む単文の位
置情報を取得した後，学習者の翻訳文から IPを
含むべき単文を抽出できるようになる．

抽出アルゴリズムは，まず句読点に基づいて学
習者の翻訳文を部分に分割する．複数の句読点を
含む翻訳文である場合，参考訳から抽出された文

法項目または主語が存在するかどうかを調べる．
片方または両方が存在する場合，たとえば，「如
果明夭，不下雨，就去看櫻花．」「就」という文法

項目を含む部分が抽出される．文法項目や主語が

翻訳文に存在しない場合，例えば，「如果明天，
不下雨，別裳櫻花．」なら，位置情報 (2番目の

部分）に基づき，「不下雨」が抽出される．翻訳

文には句読点が存在しなく，参考訳から抽出され
た主語を含む場合，例えば，「如果不下雨我イf]打

算去親裳櫻花．」．その翻訳文から，抽出された主

語「我ff]」を検索する．そして主話は通常単文の
始めに現れるので，主語から後半の部分を抽出す
る．それ以外の場合，抽出を行わず，次のステッ

プで翻訳文全体を利用する．
したがって，学習者の複数の句が含まれる翻訳

文に対して，句読点の存在に問わず，指定された

文法項目または主語を含む場合,IPを含むべき

単文を抽出される．含まない場合は，センテンス
全体が次の段階で使用される．

ii) lib: 出された岸文の分かち苺きと形態索解折
抽出された単文を対象に，StanfordParserを

用いて，分かち書きと形態素解析を行う ．

iii)依存梼進解析による VO型フレーズのldJ出
Stanford Parserの依存関係パーサーは，分か

ち書きされた単文の文構造情報を提供し，「dobj」
(direct object)タグがある場合はその中の LP

が抽出される． 「dobj」タグが存在する場合，そ

の内容とその形態素情報が抽出されるが，存在し
ない湯合，出力は「＊」になる．

iv)拗出された VO型フレース7llJの比較
抽出されたLPは時系列に従うため，システム

は後の LPを前のものと比較し，学習者が翻訳を

変更したか否かを検出する変更があった場合，
赤字で表示する．

4. 2. 「多くの」について
特定の文法表現「多くの」については構文解析

器による抽出は煩雑になるため，正規表現による

抽出を利用した．
表3に示す S04,S06とS13という 3つの課

題に 「多くの」が出現した.Stanford Parserを
利用して，学習者の翻訳文に対する解析結果によ
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り， S04の翻訳文だけに 11個のパターンが存在

することが明らかになった．

表5で示しているように，「多くの」は一見簡

単な文法項目であるが， S04だけでも「1艮多J「許

多」「根多的J「許多的J「多」「多的」「大批」「大

批的」という 8種類の翻訳が現れた．また，「多

くの」が修飾している名詞「報告」も「扱告」「報

告」という 2種類の翻訳がある．さらに，同じ「多

くの」＋修飾している単語の文節に対して，前後

のコロケーションにより，依存構造の結果が異な

る場合がある，例えば，パターン 3と10である．

そのため，組み合わせたパターンが 11個に至る

ことになる．

表5 S04における「多くの」翻訳パターン
パターン 文節

1 按照根多根告
2 按照根多的振告
3 按照許多扱告
4 按照汗多報告
5 按照許多的根告
6 按照多振告

7 按照多的扱告

8 按照大批投告， 按照大批的根告
10 据許多扱告

11 多報告悦

正規表現による抽出手法は以下になる．
参考訳から StanfordParserにより，「多」を

含む単語が修飾する単語をキーワードとして抽

出する

学生の翻訳文に参考訳から抽出されたキーワ

ードの存在を確認し，分類する：

a. キーワードが翻訳文の中に存在すれば：

翻訳文のはじめからキーワード前までの文字

列を取り出す．

取り出した文字列から正規表現：「［許l1艮］？多I
大批」に符合している単語を検索し，単語の位饂

から文字列の最後までの部分＋キーワードを抽出

する．

b. キーワードが翻訳文の中に存在しなければ：

正規表現 ：「［許l恨］？多 I大批」に符合している

単語を検索し，翻訳文に単語の位置から単語の位

置＋キーワードの長さの位慨までの部分を抽出す
る．

5. システムの出力について

上記の手法に従し，システムを試作し，課題分

析で利用した学習者のデータを入カデータとし

て，出力の一部が回2で示している．抽出された

VO型フレーズと参考訳が異なるなら，赤字で表

示され，以前の翻訳文と異なるなら，赤字で「変

更」欄に表示される．

単文を抽出するための前処理アルゴリズムは，

全体で99.5%の正しい抽出率を達成し， 204の翻

訳文から 203文が正しく抽出された．唯一の誤り

は，次の文から抽出されたものである．「明年 3

月末我将来神戸，不近不是来，双裳櫻花，来出差．」，

この翻訳文の中に，学習者は「不是来」と「親賞

櫻花」の間にカンマを追加した．システムはまず

文法項目「不是1を検索し，参考訳とほとんどの

学習者の翻訳文において，句読点なしでVO型フ

レーズが続くため，単文は正しく抽出された．し

かし，この学習者は単文を分割するというまれな

誤りを犯し，間違った抽出をもたらした．

単文から VO型フレーズを抽出する確率は表

6で示している．抽出されなかった最も大きな原

因は，「看花」と「裳花」のような 2文字の VO
型フレーズがStanfordParserにVO型フレーズ

ではなく，名詞として扱われた．

Weekl 
Week2 
Week8 

表 6 LPの抽出率
I I""'一

Class 1 

100% 
100% 
76.5% 

Class 2 
91.2% • — .. 
97.1% 
82.4% 

阿fl・璽~;.>Sl)
；；；！ 暴●花•>去胃ti
石 N●

石r.l・帽でoil賣花

.. ,-'● "'. " 
量●氾I No 

貫暢花IH 花●＞貫胃昆

貴曇ijI I鴫花●＞賣胄花

さらに，函2で示したように，課題間における

変更の追跡フィードバックも提供している．全

204翻訳文における変更の正しい検出率は

94.6%に達し，この高い精度はシステム利用の可
能性を証明した．

固3は特定の文法表現 「多くの」について抽

出・追跡した例である．正規表現に基づく抽出を

利用することにより， 121個の翻訳文から 100%
の抽出率を達成している．

図3

6. まとめ
語学教育現場で技術の利用の普及と教師がフ
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ィードバックを提供するとその効果を検証する

難しさを背景に，自動的にフィードバックを提供

するシステムの利用について検討したまず，対

面式授業で異なるフィードバックを受けた学習

者のライティングを収集し，その中における VO
型フレーズを追跡して，習得状況を分析した．分

析の結果をより迅速にフィードバックとして学

習者と教師に提供するため， VO型フレーズに関

する学習者の翻訳の変化を追跡するシステムを

試作した．また， 「多くの」という特定の文法項

目が支援する必要性が高くと分析からわかった．

「多くの」とそれが修飾する名詞の文節について

検出の手法を提案した．本研究は学習者のライテ

ィング過程に形成的フィードバックを提供する
に重点を置いた．

対面式授業で収集した学習者の翻訳文におけ

るVOフレーズヘの追跡することにより，文法項

目について説明せず，訳だけをヒントとして学習

者に提示することには支援効果が期待できない

ことが示唆された．このようなフィードバックが

学習者の記憶に残らず，推敲を促すことができな

く，長期的な支援効果を期待できないと考えられ

る．さらに，ヒントや自律学習だけがある場合，

学習者が一定の正解率に達すことが可能である

が，教師の脱明がない限り， VO型フレーズの異

なる翻訳文のから最も適切な文を選択すること

が難しいことがわかった．このような追跡の結果

を分析することにより，教師が教室内提供した説

明や教授法の効果を確認でき，学習者が学習プロ

セスの中における自分の不足の部分を把握する
効果が期待できる．

以上の人手の分析結果をより迅速学習者と教

師に提供するため，自動的に追跡フィードバック

を提示するシステムを提案し，プシステムの構築

を試みた．対面式授業で収集した学習者データを

テストデータとして実験を行い， VO型フレーズ

への追跡と人手評価を比較することにより，シス

テムが人手評価と一致する結果が得られた．変更

の判定を正確に行ったが， VO型フレーズを抽出

する際，人手評価と異なる結果があることが明ら
かになった．

さらに，学習者の 1学期の課題の解答を分析す

ることにより，「多くの」という特定の文法項目

についての誤用の出現頻度が高いことが明らか

になったしたがって，「多くの」が存在する文

節を抽出できる手法を提案し，システムの機能と
して開発した．

今後の課題として， 2文字のフレーズを判別す

る機能を開発し，現在のシステムの VO型フレー

ズの抽出方法を改善する必要がある．また，「多

くの」以外の高頻度の誤用に対応するアルゴリズ

ムの追加する予定である． さらに，対面式授業で

行った教師側のフィードバックをシステムに取

り入れ，提案手法の有効性について教育現場での

実験と評価を行い，学習者のフィードバックによ

り，システムの設計やフィードバックの提示方を
改善する必要がる．
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